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1　はじめに
　当病棟では平成3年10月に看護体制を機能別＋チー
ムナーシングからモジュール型継続受持方式（以下モ
ジュール方式）に変更した。しかし、病棟の特殊性と
して、以下の4点があるたあ、おもに看護の継続性に
ついてスタッフ、患者よりいくつかの問題点が聞かれ
ている。
　特殊性
　①　入院期間が短い。（平均8．8日）
　②緊急入院、分娩、手術が大半を占める。
　③入退院が激しい。
　④　新生児がいるため受持ち以外の看護婦が必要。
　そこで今回、新体制導入による効果・問題点を明確
にし、対策を検討していくことが必要と考え、前段階
として患者にアンケートを実施したのでここに報告す
る。
2　研究方法
期間：平成4年10月6日～12月25日
対象：平成4年7月～10月に、当院で分娩した褥婦
　　　　135名。
方法：郵送によるアンケート調査
3　結果および考察
1）アンケート回収率
　発送数135通中、回収101通
　　　　　（初産74、経産27）
　回収率74．8％
2）看護体制について
表1のように7割以上の患者が、
　表1　どのような体制だと思うか
a b a・b気づかない 合　計
初産婦 5 8 58 3 74
経産婦 2 4 17 4 27
計（名） 7 12 75 7 101
表2　現体制は良いと思うか
よ　い わるい どちらとも 合　計
初産婦 66 1 7 74
経産婦 22 0 5 27
計（名） 88 1 12 101
a．入院中は、同じ看護婦ができるだけ受けもつよう
　にしている。
b．一日の全てのことをその看護婦が担当していると
　いうモジュール方式の特徴である継続性、総合性に
　気がついていた。
　今の体制については、表2で示す様にほとんどの褥
婦が「良いと思う」と答えていた。
表3　良いと思った理由
初産婦 経産婦 計
話を良く聞いてくれた 3 2 5
困ったことに対処してく批 2 0 2
頼りになり安心できた 26 3 29
親しみがわいた 9 4 13
自分の状態を良く知ってく批 22 11 33
いつも言葉かけをしてく批 1 0 1
計　　　（名） 63 20 83
　その理由は表3のとうりであり初産婦は、初めて経
験することが多く不安なため、「頼りになり安心できた」
という答えが最も多かった。
　松本も“褥婦は神経過敏になったり精神的混乱に陥
りやすい。育児の責任を持ったことを危惧し、知識や
経験不足を恐れている”と、述べている。
　また、経産婦は、2回目の入院、分娩のためある程
度知識があり、経過も知っていることから精神的なこ
とは少なく「自分の状態を良く知ってくれた」と、答
えた。
　このことから患者がより安心感を得られる様、病棟
での勉強会や講習会への参加、定期的に行っているケ
ースカンファレンスを充実し、各自が知識・技術を向
上していく必要性を感じた。
　また、状態把握のためには、申し送り内容・記録の
充実が肝要である。
　しかし、これら良い結果が多かった反面「悪いと思
う」という答えも少数あり、その半数が「受持ち以外
の看護婦にももっと関心を持ってほしかった」という
理由をあげた。
　これについては、以上のような意見があった事をス
タッフに伝え、注意していく。また、経験年数や看護
能力、受け持ち患者の重症度によって看護量が均等に
なるようにし、受け持ち以外の患者にも目を向けられ
るようにしたい。
一55一
　3）受け持ち看護婦について
　その日の受け持ちについては表4のように「誰か、
名前を知っている」が半数近くであり、体制が変わり
わかりやすくなった」とほとんどの経産婦が答えてい
る。
　問題が生じた際、誰に相談して良いかなど対処しや
すくなったのではないかと思われる。しかし、名前に
ついては「あまりわからない、わからない」という答
えも23．9％あった。また、　「名札を見てわかってはい
たが、受け持ちであるという自己紹介をしてほしかっ
た」という意見もめだったので、今後はこれをスタッ
フ間で統一して実施していきたい。
表4　受持看護婦を知っていたか（初産婦）
知っていた だいたい知っていた あまり知らなかった 知らなかった 合　計
誰か知っていた 35（47．3箔）34（45．9箔） 3（4．1％） 2（2．7％） 74
名前を知っていた 32（45．1％）22（31．0％）13（18．3％） 2（5．6％） 71
計　（名） 67 56 16 6 145
表6　病棟の雰囲気
　4）継続的に見てほしいこと
　表5が示すように「陣痛、分娩」という答えが圧倒
的に多かった。機能別＋チームナーシングでは妊婦・
産婦、褥婦をそれぞれの係りの看護婦が受け持ってい
たが、モジュール方式導入によりひとりの看護婦が勤
務中継続して看護できるようになったため患者のニー
ドに即していると思われる。
　分娩が遷延したり、誘発が数日間にわたった場合は
同じ看護婦が受け持てるよう配慮する。また、分娩管
理で入院している妊婦に対しては呼吸法等の指導から
事前にかかわっていくことも必要である。
　次には「創の状態」という答えが多く、両者で全体
の56．5％を占めた。
　表5　同じ看護婦に継続して見てほしいこと
初産婦 経産婦 合　計
乳房の状態 5 3 8
創の状態 9 7 16
医師との仲介役 5 1 6
育児技術・知識を教える 7 1 8
退院後の生活指導 1 0 1
陣痛・分娩時に立ち会う 25 7 32
話を聞く 5 0 5
困ったとき優しくする 4 0 4
身の回りの世話 3 1 4
そ　の　他 0 1 1
計　　　（名） 64 21 85
　5）病棟の雰囲気
　全体的に表6のように好印象が多かったが、　「事務
的」という答えも7例あった。忙しく時間がないとき
に、または精神的、身体的余裕がないとき事務的にな
りがちと考えられる。
　このことを念頭におき、一日の行動計画を考え行動
すると共に常にベストの状態を保てるよう努めていき
たい。
初産婦 経産婦 合　道
明　る　い 57 6 63
家　庭　的 19 3 22
好感がもてる 51 7 58
親切で思いやりがある 51 5 56
暗い、冷たい 0 2 2
話しかけにくい 1 1 2
態度・言葉使いがなれなれい 2 0 2
事　務　的 6 1 7
計　　（名） 187 25 212
4　終わりに
　今回アンケート結果から患者側から見た結果や現在
の問題点を知り対策を検討することが出来た。
　しかしモジュール方式の効果は「総合的、継続的、
人間的ケア、ケアの継続と効果を知り看護婦の専門的
満足につなげる」である。
　そのたあ今後は、看護婦へのアンケート・看護監査
も実施す必要がある。
　それにより専門的満足度を知るとともに質の評価を
し、向上を図っていきたい。
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　　　　　　　　　　　（経産婦）
＜アンケート＞
1　当病棟ては今後、看護体制を変え
　（D　入院中できるだけ同じ看護婦が受持ち、
　②　その看護婦が1日の全てのこと〔お産の介助、検温、消毒、乳房マッサージ〕等
　　にかかわるようにしました。
　このように看護婦体制がかわったことに気づきましたか。
　　a．1に気付いた　　　c，1、2の両方に気付いた
　　b．2に気付いた　　　d．気付かなかった
2　今の体制についてどう思いますか。
　　a．良い　　　b，わるい　　　c．どちらともいえない
3　新体制に変わって、良いと思ったこと、悪いと思ったことを選んで下さい。
　　（一番思ったことに◎、あてはまることに○をつけて下さい）
　　a．変わらない
b．話をよく聞いてくれた
。．困ったことに対処してくれた
d．頼りになり安心できた
e．親しみがわいた
f．自分の状態をよく知ってくれていた
g．いつも言葉かけをしてくれた
h．その他
　　　　（　　　　　　　　　　　）
b．もっといろいろな人に接したかった
。．合わない人に受け持たれた
d．いつも同じ人なので疲れた
e．慣れ慣れしくなった
f．必要以上のことに立ちいってきた
g．受持以外の人にも自分に関心を持つ
　　てほしかった
h．その他（　　　　　　　　　　）
4　（1）その日、担当する看護婦が誰かわかりましたか。
　　①前回　a．わかった　　　　　　　　c．あまりわからなかった
　　　　　　b．だいたいわかった　　　　d．わからなかった
　　②今回は前回と比べて
　　　　　　　a．わかりやすくなった
　　　　　　b．わかりにくくなった
　　　　　　　c．変わらない
　②受け持ち看護婦の名前を知っていましたか。
　　①前回　a．知っていた　　　　　　　c．あまり知らなかった
　　　　　　b．だいたい知っていた　　　d．知らなかった
　　②今回は前回と比べて
　　　　　　　a．知りやすかった
　　　　　　b．知りにくかった
　　　　　　　c．変わらない
5　受け持ち看護婦は何をする人だと思いますか。
　　　〈例〉おっぱいを搾ってくれる
　　　（
6　できるだけ同じ看護婦に続けてみてほしいこと、してほしいことは何ですか。
　次の中から選んで記号で答えて下さい。
　前回一番みてほしかったこと　　　　　　’今回一番みてほしかったこと
　　　（　　　）　（　　　）　　はてはまること　　　　　　　　　　　　はてはまること
　　　（　）　　　　　（　）　a．おっぽいの状態
　　b．キズの状態
　　c．医師との仲介役
　　d．育児技術、知識を教える
　　e．退院後の生活についてアドバイスしてくれる
　　f．陣痛、分娩の時に立ち合う
　　g．話を聞いてくれる
　　h．困った時やさしくしてくれる
　　i．身の回りの世話をする
　　j．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
）
7　病棟全体の雰囲気は前回の入院の時と変わりました。
　　a．はい　　　b．いいえ
　くいいえ〉と答えた方は8番に
くは
　a．
　b．
　c．
　d．
　e．
い〉と答えた方は変わったと思う点を以下から選んで下さい。
明るい
家庭的
好感がもてる
親切で思いやりがある
その他
（　　　　　　　　　　　　）
（　　　　　　　　　　　　　）
（　　　　　　　　　　　　　）
f．暗い、冷たい
g．話しかけにくい
h．態度、言葉使いが慣れ慣れしい
i．事務的
8　その他気付いたことがあれば記入して下さい。
ご櫨力ありがとうございました。
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